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長崎大学教養部紀要(人文科学篇) 第27巻 第1号 27-39 (1986年7月)

Lord Jim に見る夢の構造

中村嘉男

The Structure of the Dream of Honour

in Lord Jim

Yoshio NAKAMURA

I

Lord Jimの論じにくさは、主に、主人公Jimを評価することの困難さに起

因していると言えるだろう。 Jimについては、今日まで様々な研究家が様々な

捉え方をしてきた。彼の犯した大きな過ちにもかかわらず最終的に彼を「名誉」

のために死んだ"amazingな青年と見る研究家もいれば1,逆に彼の子供じみた自

己栄光化を手厳しく批判する評者もいるしミまたJ.HillisMillerのように、

Jimを固定的に評価することの不可能性を論じる人もいるミといった具合なの

だ。意見はそれぞれ違っても、彼らがJimの特徴を彼らなりに掴んでいること

は疑えないようにみえる。ただ私には、彼らがいずれも大きな問題を見過ごす

ことによって、 Jim評価の困難さを生み出しているものを捉えそこねているよ

うな気がしてならない。その問題というのは、この小論の表題として掲げてい

る夢または願望のことである。夢や願望の多くは、個人の内から生まれながら

同時に社会の諸制度を母体とし、それらを支えている。このような夢のからく

りを凝視することこそ、 Jimの苦境の根源を凝視し、そうすることによってそ

れを脱根拠化することであると思われる。 HillisMillerはLordJimに根源

がないと軽すぎる口調で繰り返し語っているが、 Conradは明らかにその作品

にある根源を描き込もうとしている。根源を丹念に描いて凝視することなしに、

其の脱根拠化の達成は不可能なのだ。

なぜConradは、根源を根源でないものにするために、わざわざそれを措こ

うとしたのであろうか。それは、根源が根源としての根拠をもたないのに人を

捉えて、しばしば悲劇に駆り立てる力をもっているからである。そのような不

気味な力をもつものの一つとして、 Jimに取り想いた夢が凝視されているのだ。
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Conradの作品では、夢とか願望は大抵、人が自由に思い描いてその実現に向

けて努力できるものとして描かれていないO逆にそれは、人に取り想いてその

人を束縛し操作するものとして捉えられている。従って、それが魅力的であれ

ばあるほど、それは厳しい凝視の対象とならざるをえないのである。強い魅力

をもつ夢の中でも特に手ごわいのは、恐らく、 Jimに取り想いた名誉をあこが

れる夢であろう。それは、個人的な愛や利益を越えて国家や社会に忠誠を尽し

たいという気高い気特が生み出す幻想であり、その気特が強まると人は、愛す

る恋人や家族さえ見捨てても世のため人のために尽そうとするのだ。その高貴

な美しさにひかれてわが身を犠牲にした人は昔から無数に存在しており、正に

それ故にこそ名誉への夢は、 Conradの厳しい批判的凝視の対象にならざるを

えなかったのである。

この気高く美しい夢の典型的な犠牲者としてJimは、作中で何回も言われて

いるように、 "oneofus"としての存在意義をもつ。 (IanWattの言うように

彼が`amazingな若者だからではない。)彼と同じような存在意義をもつ人物と

しては、 HeartofDarknessのKurtzが考えられる。 Kurtzも、美しい夢の

虜になり破滅していったという意味で、 Jimと同じように"oneofus"であると

言えるのだ。が、 Kurtzの場合、その破滅の仕方があまりにも空恐ろしかった

ため、彼を捉えた夢の理念的な美しさにもかかわらず、彼は"oneofus"とは

ほど遠い人物のようにしばしば思われてきた。またJimも、その死に方にナル

シスチックな自己栄光化が認められるため、往々過度に非難されてきたと言え

る。

恐らくこれは、Jimに対して厳しい態度をとる研究家たちが、夢を人間の自由意

志によって見たり見なかったりできるものと錯覚しているためであろう。前に

述べたように夢は、 Conradの作品では、私たちが自由に思い描いて操作でき

るものではなく、逆に知らないうちに私たちに取り想いて私たちを操るもので

ある。正にそれ故にこそ私たちは、夢に襲われたJimの運命を他人事のように

批判できないのであるo彼を捉えた美しい夢は私たちすべてに取り懇く危険性

をもっているが故に、彼の運命は私たちの大きな関心事にならざるをえないの

だ。

しかるに、 AlbertJ.GuerardやF.R.Karlのように、 Jimの人間的な弱さ

を必要以上に強調する批評家は跡を絶たない。彼らはみな、 Jimに取り憩いた

夢など自分たちなら簡単に追い散らすことができるとでも考えているかのよう

だ。栄光の夢に囚われて自己中心的になっていることに気づかないJimを非難
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する彼らには、そのような夢から覚めている自分自身への自信があふれている

ようにみえる。

しかし、果たして私たちは、彼らのように夢に対して楽天的であってよいの

だろうか。いつのまにか私たちの心の中に忍びこんできてそこを占領してしま

う、暗い影をもった光り輝く夢の撃退方法を、本当に私たちは心得ているのだ

ろうか。私たちは、私たちを捉える夢や観念のこの上ない役石骨さやその圧倒す

るような力に対して、もっと謙虚になるべきだと思われる。この謙虚さをもつ

ことによって初めて私たちは、恐ろしい夢から操り人形のように動かされるこ

とを一時的にせよやめることができるかもしれないのだから。

結局私たちは、暗い運命を辿るJimの個人的創生格についてとやかく言う前

に、彼を虜にした夢の正体をもっと的確に捕え直す必要がありはしないだろう

か。 Jimに想く夢のありようを知らないで彼を"oneofus"と認めることは、

"the criminally weak self"も私たちの潜在的自我の一つであるというように、

否定的な受け入れ方になりやすいと思われる。 Jimの痛ましい運命を真に越え

て生きるためにそれをもっと私たちの身近に引き寄せるには、むしろJimの高

貴な精神こそ暗い影をひきずった光り輝く夢の好餌になりやすかったという美

しい夢の危険なからくりを、虚心に見つめていく必要があるだろう。

I

Jimに取り悪いた英雄的射子為をあこがれる夢は、一体どれほど古い歴史を

もっているのであろうか。正確なことはわからないが、少なくともそれが、 Jim

が生れ育った牧師館の上の方に何世紀にもわたって立っている教会よりはるか

に古いことだけは確かをようである。 C.M.Bowraもその著HeroicPoetryで

述べている通り、勲の夢を写した英雄詩は、"arealneedofthe human spirit"

に答えるゆえに、気高い人間の精神と共に古いのかもしれない。

しかしJimが勇ましい生き方をはっきり夢見るようになるのは、彼がIliadや

Odysseyのような古代の英雄詩に心酔したからではなく、その当時よく読まれ

ていた"lightliterature" (p.6)を愛読したからである。この点で彼は、騎

士物語を読み耽って騎士道の夢に取り壊かれたDon Quixoteとよく似ている。

二人とも、それぞれの時代にはやっていた娯楽文学から彼らのそれ以後の生き

方を決する影響を受けたのである。そしてまた、名誉をあこがれる二人の夢が
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共にまことにたわいなく、一見幼稚ですらあるという点でも両者はよく似てい

る。例えばJimの夢は次のように子供じみたものであった。

He saw himself saving people from sinking ships, cutting away masts

in a hurricane, swimming through a surf with a line; or as a lonely

castaway, barefooted and half naked, walking on uncovered reefs in

search of shellfish to stave off starvation. He confronted savages

on tropical shores, quelledmutinies on the high seas, and in a small

boat upon the ocean kept up the hearts of despairing men-always

an example of devotion to duty, and as unflinching as a hero in a

book. (p.6

恐ろしいのは、この幼い自己栄光化の夢に、 Don Quixoteの夢と全く同様、

私たちすべてをその虜にしてしまいかねない魔力的な真実が含まれているとい

うことだ。自らの命の危険も顧みず窮地にある人を救おうとする行為の気高さ

に魅惑されるのは、 Jimやmixoteのように、一見simpleを人たちばかりで

はないのである。

このように幾つかの点でJimの夢はDon Quixoteのそれに似かよっている

が、誰もが容易に気づくように、二つには決定的に異なっている点がある。そ

れは、 Quixoteの夢が彼を波のように自然な上昇と下降の動きへ向かわせたの

に対し、 Jimの夢は逆に、彼に上昇志向を抱かせたまま彼の動きを止めてしま

う傾向があったということだ。共に平凡な生活の内に閉されながら、 Quixote

は日常の出来事に冒険を兄い出して、上昇と下降の自然な動きに身を任せた。

これに対しJimは、変化のない生活の中で上昇の夢だけ抱いて安定しようとす

る性向をもっていたのだ。幾つかの共通点をもちながら対照的とも言えるこの

二つの夢の存り方は、 Jimが東南アジアの奥地の一地域Patusanに河を逆上っ

て入っていったときの風景描写に、次のように具象化されている。

At the first bend he lost sight of the sea with its labouringwaves

for ever rising, sinking, and vanishing to rise again-the very image

of strugglingmankind-and faced the immovable forests rooted deep

in the soil, soaring towards the sunshine, everlasting in the shadowy

might of their tradition, like life itself, (p.243)
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動的な波のイメージも静的な森のイメージも、共にHmankind"かその"life"

のようであると言われている。しかしJimの人生において支配的なのはもちろ

ん静的射犬態である。濃い影を宿しながら常に光に向かおうとする、古い伝統

に根ざした名誉という夢は、上昇すれば必然的に下降せざるをえないという意

味で自然な波のような動きにDon Quixoteを解放したのに、 Jimには、闇と

の直結を無視させるような、下降することのない上昇希求を抱かせた。この上

昇希求は、 JimがPatusanに潜入するころには微妙であるが恐ろしい変化をみ

せている。この変化は、もちろん、 Jimの痛恨のPatna号体験によってもたら

された。 Patna号体験はJimの心に一生消えることのない傷を残したが、この

傷は、彼の上昇希求を厳しく苛酷な形に変化させたのである。次に、 Jimを死

にまで追いつめることになるこの変化を引き起こしたpatna号事件について、

詳しく見てみたい。

まず、 Patna号に乗りこむ前のJimを、少し見てみよう。 Jimは、その船

の一等航海士になるまで長い間名誉をあこがれながら、それを獲得する機会に

なかなかめぐまれなかった。ただ一度だけ訓練生時代に、強風と大波の中でお

ぼれかけている人を助ける機会があったが、それを一瞬の恐怖心のため逸して

以来、彼は何一つ事件らしい事件の起らない平凡な毎日を送ら射すればならな

かったのである。ところがJimはこの状態、すなわち勇ましい夢が実現される

ことのない白昼夢にとどまっている状態に徐々に満足するようになる。なぜな

ら、そのような日常の中でこそ、危険の真只中で輝く勇ましい夢はその絶対の

安全を保証され、一度も下降しないでどこまでも上昇していくことができたか

らだ。

Jimが古びた巡礼船Patna号に一等航海士として乗り込んだのは、彼がこの

ように安定した生活の中で挫折を知らない夢の果てしない華麗さに耽溺するよ

うになっていたときであった。 Patna号という老朽船は、わずか七隻の救命ボ

ートしか備えていないのに八百人もの巡礼を乗せ、東南アジアの端からアラビ

アのとある港まで何千マイルにも及ぶ航海に出発するのであるが、 Jimも巡礼

たちも共に絶対的な夢に囚われて、その航海の危険性は全く問題にしなかった。

また実際に船は、絶対神から"the assurance of everlasting security"(p.12)

を与えられたかのように、波一つない鏡のような海を水平に進んで難なく目的

地に到着するかにみえた。 Jimは、その安全性において今までの日常生活の延

長にすぎないこの航海が、相変らず彼を勇ましい夢に自由に耽らせてくれるこ

とに大いに満足する。満足のあまり、深夜の当直をしながら彼は、勤務中の二
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等機関士が酒に酔って船長にからむのを優越感をもって大目に見さえしたのだ。

しかし、想像を絶する恐ろしい事故が起きるのは、 Jimがこのように自分の

揺ぎない優越性を信じきっていた丁度そのときであった。事故は最初、気炎

をあげて船橋の上で盛んに身振りをしていた二等機関士をいきなり莫逆様に遂

落させるほどの衡撃としてその発生を伝えてくるが、 Jimや船長は少しよろめ

いただけで、あとは誰が目を覚すでもなく、ただ得体の知れないHA faint noise

as of …thunder infinitely remote"(p.26)に合わせて船体がかすかに震動し

ただけであった。

船はこのとき船底を正体不明の浮遊物にえぐられ一部浸水も始まっていたが、

錆びた鉄板一枚の隔壁がかろうじて海水の急激な浸入を防いでいたのであったO

一瞬の内に八百人を越える人が海中に没しかねないこの恐るべき事件は、実際

にJe中dah号という巡礼船で起きた事故に重大な変更が加えられて提示された

ものである。実際にはJeddah号は、吹きすさぶ強風の中でボイラーが壊れた

上に徐々に浸水も始まったのだPatna号ではしかし、波一つない穏やかな海

でいきなり沈没の危険にさらされるという形で事故がふりかかる。鏡のように

平らな海を水平に動いていた船が、いきなり沈没という垂直の危険に直面する

のだConradがここで強調したかったのは、結局、波の曲線的な動きに対す

る水平と垂直の直線的な動きであったと思われる。

というのも、 Jimの人生で支配的な静的状態において時折目につく重要な動

きは、水平と垂直の二つの直線的な動きだからだ。直線は、強力な夢に囚われ

たJimの操り人形のような動きをあらわしていると思われる。垂直の線はJim

がPatna号から飛び下りたときに、水平の線は彼が最後にDoraminの前に進

み出て射殺されるときに、最も典型的にあらわれていると言えよう。いずれも

Jimが強烈な断念の思いに囚われて起した行動であるが、後者には自分の命を

犠牲にして名誉をとろうとする、自由意志のようにみえるだけに一層やりきれ

ない囚われの意識が窺われるのに対し、前者は、もう何をしても駄目だという

思いに取り壊かれたJimが文字通り夢遊病者のように動いたものである。

たしかに、そのときPatna号のふりかかった事故は、あらゆる人の自制心を

喪失させるに十分射まど恐ろしいものであったOたった七隻の救命ボートしか

装備してない老朽船に言葉の通じないアジア人が八百人も乗り込んでいて、そ

れが一瞬のうちに海中に没する危険にさらされているのだ。海水の圧力でふく

らむ隔壁を見たJimが、あっというまにすべてが水没する瞬間を想像して、も

う何もできないという強迫観念に呪縛されたのも当然であろう。それでも彼は、
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救命ボートの繋索を切り離して最悪の事態に備えようとするのであるが、丁度

そのとき、船長や機関士たちが必死にボートを降そうとしている姿を目撃して

しまう。自分たちだけ助かろうとするその醜い姿を見まいとしてJimは目を閉

じるのだが、そうすると死ぬ運命にある巡礼たちの阿鼻叫喚がまぶたの裏に浮

んでき、また目をあければ船長たちの醜悪な姿がとびこんできてしまうのだ。

Jimはなす術も知らず、悪い夢でも見ているかのようにただ荘然と立っている

だけだった。

それでも彼は、三等機関士Georgeが心臓の発作で急に死ぬということさえ

なかったら、白人の船員の中でただ一人Patna号にふみとどまったかもしれな

い。降したボートに乗り込んだ船長たちが繰り返し"Jump, George..."(p.110)

と叫ぶのを聞いてフラフラと舷側に寄ったJimは、云コールの近づく音を聞い

てもうこれまでと思いこみ、思わず飛び下りてしまったのだった。

Jimは自分が船から飛び下りたことについて、 "Ihad jumped.... It seems,"

(p-111)と後で思い出している。これをGuerardは、"betraying dark powers"

である"the unconscious'の仕業に対する"the conscious mind"の手遅れ

の発見と見ている90が、人間の意識や行動は、 Guerardの考えるように無意識

なものと意識的なものにはっきり分けられるのだろうかPatna号から飛び下

りる直前の、強迫観念に耐えきれなくなったJimは、果たして無意識であった

と言いきれるだろうか。

むしろJimはこのとき、もう何をしても駄目だということだけを過剰なまで

に意識していたと言えるかもしれない。この強迫観念を耐えきれなくさせたの

が、 …Jump!"という叫び声とスコールの近づく音だったのだ。ただ一つのこ

とだけ強く意識しているとき、私たちはその他のことに対して無意識的になっ

ていると言うことはできる。固定観念に囚われた人は操り人形のように動くの

である。しかし、もしこの状態をGuerardのように無意識的であると言うな

ら、私たちはほとんど一日中無意識に近い状態で生きているのではあるまいか。

結局私たちは、一つの観念に囚われて行動してはまた別の観念に囚われるとい

うようにほとんどの場合生きているのではあるまいか。

この意味でJimは、悪夢のような行動を思い出して"I had jumped…. It

seems,と言ったとき、 Guerardの考えたように"the conscious mind"を

ちゃんと取り戻していたわけではなかった。彼はそのときすでに、急激な上昇

を求める夢にまたも取り恵かれていたのだ。 "It seems,'には、夢の中で行動

したような彼の気持が素直にあらわれていると同時に、自らの意志で行ったと
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は思えない行動をできれば否認したいという気持の萌芽、すなわち自己正当化

の夢が窺われるのである。

この否認が不可能であり自分の行動が広く知られた事実であることを知れば

知るほど、 Jimはそれを相殺してくれる急激な上昇を希求せざるをえなくなる。

飛び下りたことを"an everlasting deep hole"(p.Ill)への下降のように感じ

るJimには、もはや「永遠に続く」上昇へ向かうしかないのだ。たわいなく幼

稚だった夢は、 Patna号事件を契機にして、下降を知らない上昇願望から下降

が絶対に許されない上昇希求へと、微妙ではあるが恐ろしい変貌を見せるので

ある。 Jimが"one of us"として一層忘れがたくなるのは、次の章で見るよ

うに、彼がこの恐ろしい夢によって破滅へ追いやられながらそれを疑うことを

知らない純粋な犠牲者になるからだと言えよう。

Ⅲ

Patna号事件の真相を究明する裁判が始まったとき、それを最後まで受け通

したのはJimだけで、ほかの白人船員は全員回避した。そのときJimを捕えて

いたのは、 "I may have jumped, but I don't run away."(p.154)という立

派な決意である。何としても彼は、自分を民にかけたとしか思えないあの卑劣

な船長たちと自分は違うんだということを、証明しかすればならなかったのだ。

この思いに囚われて最後まで裁判を受け通したJimは、もう誰にも後指は指

させないと意気込み、不名誉を挽回してくれる上昇運動に向かおうとする。し

かし、そのような意気込みに挑戦するかのように事件のことを思い出させるも

のが繰り返し彼の前にあらわれ、そのたびに彼はうまくいっていた新しい職場

を突然やめて立ち去っていくのだ。こうして彼は、事件のことがあまり知られ

て射、東の方へ、つまり"the rising sun"(p.5)の方へどんどん退却する。

この退却についてMarlovは、彼が"his ghost"(p.197)から逃避しようとして

いるのかそれに直面しようとしているのか分らないと言う。もう絶対に下降は

できないと感じているJimには、否応無しに事件のことを思い出させて彼を底

無しの穴に引きずりこもうとするものが目の前にあらわれたとき、それから逃

げるしか道がなかったのだが、それがまた、 "the acute consciousness of

lost honour" (p.ix)すなわち"his ghost"を呼びよせるための効果的な方法に

もなったのである。
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"the rising sun"に向って退却するJimが見ていた夢は、例えば" Some

day one's bound to come upon some sort of chance to get it allback

again,Must! "(p.179)というものであった。このような夢に取り想かれた人が、

"the great army of waifs and strays"に加わって"the boundless pit'

に向かって行進するのだ、とMarlowは思う(p-179)。たしかにJimを捕えていた

のは、その非妥協的なあくなき上昇志向によって、逆に彼を奈落の底に突き落

しかねない危険な夢であった。名誉を求めるこの夢は、共同体のために個人が

犠牲になる度合が大きければ大きいほど美しく光り輝くという暗い構造をもっ

ているのだ。

その夢の暗部がMarlowの前にはっきり露呈されるのは、ついに退却する所

をなくして困り果てていたJimにMarlowがPatusan行きの話をもちかけたと

きであった。 Jimは大喜びでこの話に飛びつき、今度こそ自分が何者か見せて

やると意気込む。そして、 "Slam the door!"と叫んで"I've been waiting

for that. I'll show yet‥.I'll…I'm ready for any confounded thing.…

I've beendreaming of it.‥Jove!Get out of this. Jove! This is luck

at last."(p.235)と言うのであるが、そのJimをMarlowは一瞬心の底から嫌

悪する。 "Why hurl defiance at the universe?This was not a proper

frame of mind to approach any undertaking."(p.236)と彼は思わざるをえ

なかったのだ。知人・友人はおろか、父や兄弟たちすべてに背を向けてJimが

取り戻そうとしたものは、果してそれが要求する大きな犠牲に値するものなの

か。取り戻そうとしている名誉は、結局、ドアを閉めて忘れようとした世界の

賞讃を必要としているのではないのか。賞謀を必要としていながら、いや必要

とすればするほどますますその僅界との繋がりを断ち切ることが必要であるよ

うな気特にさせる、全く矛盾した性格をその夢はもっているのではないのか。

この矛盾した性格の恐ろしさが最終的に明らかになるのは、彼がPatusan

に入って英雄となり、そのために英雄としての死を受け入れねばならなくなっ

たときである。彼は、 Patusanで略奪をほしいままにしていたSheriff Ali

一味を一掃して村人から絶対の信頼を寄せられる英雄になるのだが、このすば

らしい成功にはMarlowが洞察したようにあのPatna号事件がHa shadow in

the light"(p.265)のように付きまとっていた。時間的、空間的に隔たっていて

も、心理的には、底無しの穴に飛びこんだJimと英雄に祭り上げられたJimは、

垂直の一本の線で直接につながっていたのだ。そしてこの垂直の線は、さらに

彼の英雄としての死にまで直結しているのである。つまり、 Patna号事件によ
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って不自然にこわばったJimの上昇志向が彼をPatusanの英雄にしたばかりで

なく、彼の悲惨な死の直接的な原因にもなったと言えるのだ。下降を許さない

こわばった上昇志向は彼をPatusanの英雄として固定したが、それは同時に彼

の破滅の因にもなったのである。村人たちが彼を神様のように崇め、彼の言葉

を"anything and everything"(p.268)として受け取り始めたとき、実は、彼

の恐ろしい破滅は準備されていたのであった。

彼の破滅の直接の原因となったBrown一味のPatusan侵入のとき、彼はた

またま数日間奥地に出向いていて、代りに防戦の指揮をとったのは、彼の親友

で村の首長の一人息子DainWarrisであった。 Dain Warrisは一味の侵入を

防いだばかりか彼らを小さな丘に追いつめさえしたが、彼らを最終的に始末す

ることは村の長老たちに反対される。なぜなら、彼は勇敢だけれども村人の一

人であり、殺されることもありうるからだ。しかるにJimは白人であり、

"unfailing victory"(p.361)の「化身」にはかならず、長老たちはやがて村に

帰る彼に問題の解決を任せることにする。この措置は、 Jimの不在中に決定さ

れたこととはいえ、絶対の上昇を求めてやまない彼が自ら招いた措置であると

言えよう。

Jimにとって致命的であったのは、彼自身の絶対的上昇志向が因で対決させ

られる破目になったBrownという男が、絶対の上昇志向ではとても太刀打ち

できない恐ろしい悪党であったということである。 Brownは、普通の悪党と

は少し異なっていて、高潔なものを見るとそれを滅茶苦茶に破壊せねば気のす

まなくなる男だった。言わば彼は、 Jimとは全く正反対の、絶対の下降を夢み

ていたわけであるが、このような悪党にとって下を見ようとしないJimの裏を

かくことは、赤子の手をねじるように簡単なことであった。彼が、白く輝くJim

の無防備な高潔さを攻撃目標に自らも男らしさを装って接近すればよかったの

に対し、下降が許されないJimにとってBrownの見せかけの男らしさは額面

通りに受けとるべきものであって、決してその裏の意味を考えてはならなかっ

たのである。

かくしてBrownは、いとも簡単にJimをだまし、静かに退却するふりをし

て村の野営地を急襲し、 Dain Warrisを始め多数の村人を虐殺したのだった。

この悲惨な事件の知らせがJimの許に届くのは、彼が自分の屋敷で睡眠をとっ

ていたときである。 Patna号事件の場合と全く同じように、静の状態にあった

Jimの足許で底無しの穴がいきなりぽっかり開くのだ。しかしPatna号事件の

ときとは決定的に異なり、 Jimはこの穴へ自身は永遠に上昇するつもりで飛び
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込んだのだった。

すなわち彼は、息子のDain Warrisを殺されて怒り狂う村の首長Doramin

の前に自ら進み出て、彼の銃弾を平然と受けて男らしく死ぬのである。それは、

底無しの穴への下降のようにも思われるし、逆に、自分の過ちを自分の死によ

って償おうとする気高い精神の表明とも受けとれる。後者の見方を信じてJim

は死に直面するのだが、それが彼の考えていたように気高い死であればあるほ

ど鮮明にならざるをえない暗い影に、私たちは注目しかすればならないだろう。

気高い夢に必然的につきまとうこの暗い影を、 Patusanに着いてまもない

Jimに早くも感じとったのは、彼を深く愛するようになる混血の娘Jewelであ

る。愛する者の鋭い直感によって彼女は、 Jimを二人の愛よりも強力な何か、

彼女にとっては"the unknown"(p.309)としか思えない何かに奪い取られるの

ではないかと不安に思う。彼女は最初、 Jimを深く愛しながら彼に自分から離

れてくれるよう懇願したのだが、それは、二人の愛より強い力をもつと彼女が

感じている"the unknown"から彼を奪い取られることによって悲嘆にくれた

くなかったからだ。彼女の言葉に従えば、 Jimから捨てられることによって

"I didn't want to die weeping,...like my mother."(p.312)だったからで

ある。

Jewelの母親は、やはり相思相愛の白人の夫つまりJewelの実の父を、何か

分らないものによって奪われていた。夫から見捨てられた生のつらさ苦しさを

母は、死ぬ直前まで文字通り全身で娘に伝えたのだ。一体何が、決して非情と

は言えない、むしろ人格的に立派な白人の男性に、大切な妻子さえ見捨てさせ

るのだろうか。 Jewelにはそれが白人の世界からやって来る何かだということ

しか分からない。が、一見あやふやなその捕え方は、いかに的確に、いつのま

にか私たちに取り想いて無慈悲射子為に走らせる光り輝く夢の不気味な力を暗

示してくれていることであろう。彼女がMarlowに向かって、何かに想かれた

ような白人すべてを非難して次のように言うとき、私たちは私たちすべてを捕

えて危険な行動に向かわせる夢の底力を目の前につきつけられたような気さえ

するのである。

`…You all remember something!You all go back to it. What is it?

You tell me!What is this thing?Is it alive?-is it dead?Ihate it.

It is cruel. Has it got a face and a voice-this calamity?Will he

see it-will he hear it?In his sleep perhaps when he cannot see
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me-andthenariseandgo.Ah!Ishallneverforgivehim.Mymother

hadforgiven-butI,never!Willitbeasign-acall?'(p.315)

すでにJewelは、愛する者の鋭い直感によって、Jimを奪い去ろうとするもの

が"signや"call"として外に存在するだけでなく、それに答えるものとして

彼の内にも存在しかねないことに気づいている。「眠りの中で」彼が見たり聞い

たりするものとして、つまり夢として彼を内側から捕えるのではないかと思っ

ている。まことに夢こそ、この健で最も大切な人さえ犠牲にさせかねない不可

視の怪物にはかならない。それは、"theunknown"の世界からやってきて私た

ちの内面にそっと忍びこみ、いつのまにかそこに住みついて外にあるものと呼

応し合い、私たちを破滅へ追いやろうとするのだ。

名誉という夢を主題にし、それが必然的に個人的な愛を犠牲にせざるをえな

いという問題を扱っている点でLordJimは、ある種の戦争文学に似ている。

これについてIanWattは、17世紀の英国の詩人RichardLovelaceの"T。

Lucasta,GoingtoWars"から"Icouldnotlovethee(Dear)s。

much/LovedInothonourmore,"という詩句を引用して、"Theargument

isacommonplaceintheliteratureofhonour;"と言っているが?名誉を

より愛すればこそ恋人への愛情も深まるという、名誉と個人的な愛の不吉な関

係を、私たちはWattのように=acommonplace"としてあっさり片付けては

なるまい。その関係には、名誉がそれを何よりも諾える個人を有無を言わせず

滅ぼしかねないゆえ、決して解決されることのない恐ろしい背理が認められる

のだ。この背理を私たちは、WattのようにLordJimを悲劇と見ることによ

って、つまり名誉のために恋人を見捨てて死んだJimを"amazingと見るこ

とによって解消してはならないだろう。

確かにWattの見る通り、Brownに対するJimの寛大な処置には、Guerard

の言う…egoismandpride"よりむしろ"astrongsocialandethicalc0m-

・12
ponent:が認められる。自己栄光化の暗い影をひきずりながらもJimは、共

同体に対するfidelityを最終的に表明するために死んだのだ。その意味で

LordJimは、Wattの主張するように、悲劇として読める作品と言えよう。

しかし、まさにそれゆえにこそ私たちは、Jimの死をWattのように"amazing

と見て済ますわけにはゆかないのである。名誉のために死ぬJimは悲劇的であ

るがゆえに、また、共同体へのfidelityを表明するJimは間違いなく"oneof

us"であるがゆえに、まさにそれゆえにこそ彼が夢遊病者のように死地に赴く
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のを私たちはJewelと共に決して許してはならないのだ。この気拝を誰より

も強く堅持していたのにJewelは、美しく輝く夢に彼女の一番大切なJimを

担致されてしまった。私たちを簡単に虜にしてしまう夢には、いくら警戒して

もしすぎることはないのである。 LordJimは、この夢の途方もない恐ろしさ

を何よりも印象的に、私たちに伝えてくれているのではあるまいか。
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